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「玄海学園」 
令和２年２月４日（第４２号）  

   ２月に入り、１年で最も寒い時期を迎えました。今年は例年より早く、昨年秋ごろからインフルエンザに 

  罹患する児童・生徒が急増し、宗像市内の小中学校では一部の学校で学級閉鎖に至らないまでも罹患者が続 

いている状況です。これからの大切な時期、今話題になっている新型コロナウイルスについても気になると 

ころですが、各ご家庭でも今一度、帰宅後のうがい手洗いをする、不要不急な人込みへの出入りを避けるな 

ど、親子でしっかり予防対策を練られてみては如何でしょうか。 

２月！寒さに負けず、みんなで元気に過ごそう !!

玄海中学校区小中一貫教育通信 

 

 

             

  

１月１４日（火）から同１７日（金） 

までの４日間、玄海学園４校合同による、 

本年度最後の「小中合同あいさつ運動」 

を実施しました。 

 冷たい北風が吹く寒さの厳しい早朝か 

ら多くの子ども達が、それぞれの活動場 

所に立ち、登校してくる友達ひとりひと 

りに「おはようございま～す！」と元気 

に声かけを行っていました。 

平成２８年度から始まった「ラブ玄海プ 

               ロジェクト」の一環として取り組まれて 

               いるこの活動も、徐々に子ども達や地域 

の間に定着してきたように思われます。 

 笑顔で始まる 1 日は、本当に気持ちの良いものですね。 

がんばっています！「ラブ玄海プロジェクト」 

第３回「小中合同あいさつ運動」を実施！ 
 

地島小学校 玄海小学校 

玄海東小学校 

   

 

 

 １月２4 日（金）、玄海中学校で次年度に向けた入学説明会が開催されま 

した。各小学校の 6 年生は、まず生徒会役員の支援を受けながら、国語科と 

英語科の授業を体験しました。その後、保護者と共に体育館に移動し校長先 

生をはじめ各担当の先生から、中学校の学習内 

容やさまざまな決まり等についての説明があり 

ました。また、その中で生徒会役員生徒による 

いろいろな行事や部活等の紹介には、しっかり 

耳を傾けていました。6 年生にとっては、「い 

よいよ中学生になるんだ」「がんばるぞ」とい 

う自覚と心構えができたことでしょう。 

「皆さんの入学を心待ちにしています」 

・・・玄海中学校で入学説明会 
 

絆 

地島小学校 

玄海東小学校 

玄海小学校 

玄海中学校 
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１月２０日（月）玄海中学校の 7 年生がブラインドサッカーを初体験 

しました。生徒達はアイマスクをつけ活動する中で、お互いの位置確認や 

周囲の状況、相手とのやりとり等につい 

て体験しました。 

 生徒達は、今回の体験を通して、この 

競技が目の不自由な方々と健常者が共に 

プレイする共存の競技であることから、 

障害の有無に関わらず、人と人が共に生 

きていく「共生」の大切さや、今年開催される東京パラリンピックの意 

義等について多くのことを学ぶことができたのではないでしょうか 

 

みんな初体験！「ブラインドサッカー」・・・玄海中学校 
 

 

               １月１１日（土）、令和２年度の漁村留学についての説明会が、地

島小学校で行われました。この留学制度は平成１５年度から始まり、

来期で１８年目を迎えます。当日は天候にも恵まれ、現地の地島泊港

には、宗像内外から多くの参加希望者が、元気に渡船から降り立って

いました。説明会では「地島漁村留学を育てる会」の前田会長のあい

さつの後、校長先生や指導員の先生から小学校生活の様子や漁村留学

の概要についての説明が行われまし 

た。その後行われた個別面談には、どの子もちょっぴり緊張気味 

で臨んでいました。 

初めて地島を訪れた児童は「すばらしい自然と優しそうな島の 

人達に出会えて安心しました。ぜひ、留学してみたいです」と笑 

顔で話してくれました。説明会の企画運営に携われた「漁村留学 

を育てる会」や地域関係者の皆さん、本当にお疲れさまでした。 

 

  

１月14日（火）～16日（木）、玄海小学校で各学年別に「学力 U 

P タイム」を実施しました。この取り組みは、小規模校ならではの 

メリットを生かし、同校の江﨑校長先生をはじめ、教頭先生、主幹 

教諭の先生など学級担任以外の教職員が各学年の教室に入り、それ 

ぞれ４～5 人程度の小グループに分か 

れた子ども達に、国語や算数などの個 

別指導を行うものです。 

 日頃、担任の先生の指導だけではなかなか行き届かない細かな所 

までしっかり学ぶことができ、授業を終えた子ども達も満足そうな 

表情でした。全校児童の学びを全教職員が関わりながら支えて行く 

ことは、とても大切なことだと痛感させられる時間でした。         

令和２年度「第１８期漁村留学説明会」を開く・・・地島小学校 
 

留学生が共同生活を行っている 

漁村留学センター「なぎさの家」 

「寒さ極まると暖に転じる」という言葉があります。立春は昨日までの寒い日から一転、今までの生活を

切り替える分岐点であり、蓄えてきたエネルギーが芽吹く出発点でもあると言われています。冒頭でも触れ

ましたが、この時期は子ども達にとっても私達大人にとっても、とても重要な時です。これからの大切な毎

日を過ごしていくためにも、みんなで協力しながらアクティブに過ごしていきたいものですね。 

多くの職員で個別指導・・・玄海小学校で「学力 UP タイム」を実施！ 
 


